
子どもたちへのお米・食料品配付（第３弾） 申請受付開始

◆物価高騰の影響が長期化する中、家計に占める食費の割合が大きい子育て世帯において、
その影響を強く受けている状況を踏まえ、大阪府の全ての子どもたちに米またはその他食料品を給付。

◆令和６年６月３日（月）９時００分から第３弾の申請受付開始。

（1）対象者
申請日において大阪府内にお住まいの

平成1８年4月2日以後に生まれた子どもまたは妊娠している方 （対象者数：約137万人）

（2）給付物品

税込5,000円相当（送料を含む。）の以下①②のいずれかを対象者が選択
①お米PAYおおさか（お米クーポン） ②お米または食料品

（３）申請受付期間

令和６年６月３日（月）９時00分から９月２日（月）23時59分まで

（４）給付物品の申込期限

令和６年１０月31日（木）まで

本事業に関するお問い合わせ：大阪府子ども食費支援事業コールセンター

TEL：0120-479-208 【開設時間】 9時00分から18時00分まで（日祝日を除く。）
＜申請期間終了後は平日のみ＞

大阪府 子ども 食費支援 🔍

今回、令和6年能登半島地震で被災された石川県と連携し、食料品に石川県産品のお米や食料品を追加（51品目）
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子どもたちへのお米・食料品配付（第３弾） 給付物品について

①お米PAYおおさか（お米クーポン）

②お米または食料品

◆給付決定後、「お米クーポン」又は「お米又は食料品」のいずれかを選択。
◆今回は、被災地を応援するため、石川県と連携し石川県産品（お米や食料品）を追加。

【取扱店舗例】府内約２,3００店舗

スマホに5,000ポイントをチャージし、お米クーポン取扱店舗でお米を購入していただけます。

食料品選択ページからご希望の食料品を選択いただくと、自宅へ直送されます。

【食料品の一例】約4６0品目

スーパーマーケット、ドラッグストア、ホームセンター、個人米穀店等

※石川県産品は51品目を予定

あきたこまち1０㎏ 缶詰 インスタント食品 油セット 〈石川県産コシヒカリ〉 〈金沢カレー〉 〈のどぐろ茶漬け〉 〈能登牛加工品〉

【石川県産品の一例】
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【給付物品受取サイト】
（①②のいずれかを選択）

①お米PAYおおさか
（お米クーポン）

②お米または食料品
（食品カタログ）

審査・給付決定インターネット
による申請
(９月２日まで)

お米

飲料

カップ麺

など約４６0品目

食料品選択ページ 自宅へ直送

チラシ・ポスター等のQR
コード又は検索エンジンから

大阪府 子ども 食費支援🔍

スマホにチャージ

＜給付までの流れ＞

給
付
決
定

＜申請方法＞

（米穀店・スーパー等）
お米を購入

既存申請検索画面

・メールアドレス
・対象者氏名（カナ）
・対象者生年月日
・郵便番号

・本申請フォームの入力
・本人確認書類の添付

第１弾または第２弾審査データを活用

入力確認画面

【対象者】
オオサカ モズヤン
・・・・・・
・・・・・・

不要

仮登録フォーム

・メールアドレス
・申請手続者の続柄
・対象者氏名（カナ）
・対象者生年月日

※申請内容に不備がある場合
（補正手続）
①補正通知を送付
②申請手続者が「本申請フォー
ム」で補正

③再審査

本申請フォーム

・氏名（漢字）
・住所

・氏名（カナ）
・氏名（漢字）
・住所※コピー可
・電話番号

誓約（申請内容に相違ない等）

本人確認書類（対象者＋申請手続者）添付

【対象者】
・氏名（カナ）
・生年月日

【申請手続者】

入力確認画面
【対象者】
オオサカ モズヤン
・・・・・・
・・・・・・
【申請手続者】
オオサカ オコメ
・・・・・・
・・・・・・

審査

子どもたちへのお米・食料品配付（第３弾） 申請方法等について

◆第１弾または第２弾の給付決定を受けた方（妊婦申請、郵送申請、住所変更の方等は除く）については申請方法等を簡素化。

◆第１弾または第２弾の給付決定を受けた方（妊婦申請、郵送申請、住所変更の方等は除く）

◆上記以外の方（今回初めて申請される場合、妊婦申請・郵送申請・住所変更の方等の場合）
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年度
採択
事業数

クラファン
目標額

クラファン
達成額

村上財団
支援額

事業総額

Ｒ２年度 ３事業 － 1,233万円 3,050万円

Ｒ３年度 ５事業 2,000万円 1,757万円 1,659万円 3,417万円

Ｒ４年度 ７事業 2,300万円 2,559万円 2,215万円 4,774万円

Ｒ５年度 ７事業 1,848万円 1,923万円 1,743万円 3,666万円

◆ 大阪府では、令和２年度より一般財団法人村上財団のご協力をいただき、様々な社会課題の解決に取り組む

NPO等の活動支援事業を実施。令和５年度からは、SDGsの達成に貢献する活動を支援。

◆ ４年間で22団体の活動をサポート。村上財団から総額約7千万円の支援いただき、総事業費は約1.5億円。

事業スキーム

① クラウドファンディングによる寄附

活動資金を調達

② ①と同額の上乗せ寄附

（クラウドファンディング事業者）

資金提供による支援

クラウドファンディングのサポート

広報等の必要なサポート

社会課題の解決に取り組み
SDGｓの達成に貢献

【NPO活動支援】クラウドファンディングキックオフイベント開催について①

クラウドファンディング形式は令和3年度よりスタート

支援実績
R4・R5の2年連続で
目標金額を達成！

NPO等

在宅介護を行う家庭の、夜間の負担を減らすため、
間接照明を届ける取組み

認知症の当事者や家族の孤立・孤独を
解消するためのアプリを開発し、支援団体等の
知恵やノウハウ等を届ける取組み

トラックを活用し、生活困窮者や孤立児童に食事を
届けるとともに、フードロスとなる食品を集荷し、
循環型の仕組みを構築する取組み

これまでに支援した取組みの例
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◆ クラウドファンディングは、5月17日（金曜日）に募集サイトを公開し、１６時３０分から受付を開始
◆ 阪急百貨店のご協力のもと、「阪急百貨店 阪急うめだ本店」で受付開始に合わせたキックオフイベントを開催

➢ 日時
令和6年５月１7日（金曜日）１6時3０分から１7時0０分

➢ 場所
阪急百貨店 阪急うめだ本店 ９階 祝祭広場

➢ 主な内容
吉村知事あいさつ（ビデオメッセージ）
村上財団代表理事から応援メッセージ（ビデオメッセージ）
令和6年度の支援対象３団体より意気込み表明
もずやん、ミャクミャクの撮影会

キックオフイベントの概要

【NPO活動支援】クラウドファンディングキックオフイベント開催について②

R6年度支援対象の3団体

昨年度のキックオフイベントの様子

ひきこもりなど生きづらさを感じる若者と
ともに、空き家を活用した民泊事業を実施

中高生向けのLGBTQやジェンダー平等に
関する教育プログラムを開発

不登校児童の居場所づくりに留まらない、
教育の新たな選択肢となるような
フリースクールづくり

【目標額：500万円】

【目標額：250万円】

【目標額：150万円】
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